
様式３
学校番号

令和 8

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

３　「豊かな心」の涵養
(1) 教育活動全体を通じた道徳教育の推進による人権意識の定着といじめを許さない雰囲気の醸成
(2) 「鍛ほめ福岡メソッド」に沿った発達支持的生徒指導の充実による自己肯定感の育成
(3) ネットリテラシーの育成とSNSトラブルの未然防止

学校運営方針

昨年度の成果と課題

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標 具体的目標

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 嘉穂総合 高等学校

【成果】
●　「学び直し」、「個別最適な学び」、「協働的な学
び」の充実、授業改善を目指した研究授業の実施及
び職員研修の充実
●　体育祭、総文祭、生徒課題研究発表会の充実、
各学科における校内外での地域貢献活動等を通して
生徒の主体性の向上
●　インターンシップ、進路講演会、進路ガイダンス
等、計画的なキャリア教育の充実
●　SNS及び学校HP等を効果的に活用した広報活動
や小中学校への出前授業等による志願者の増加
【課題】
●　確かなスキルを身に着けさせるための専門性の
高い授業と学習評価の充実
●　SC、SSW、訪問相談員、特別支援教育支援員と
連携した教育相談体制の一層の充実
●　４学科の学科横断的な取組の推進と地域連携
●　各専門に特化した進学先の開拓と指導体制の確
立
●　学校行事を通して、主体性や責任感、課題解決
力等を身につけさせる

地域社会が有する諸課題や魅力に着目した実践的な学びを通して、地域を大切にし、地域に貢献できる人材を育成する。さらに各学科で身に付けた専門
的知識・技能を生かした第一希望進路を実現する。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

４　専門教育の充実
(1) 専門的指導力向上のための職員研修の充実及び授業改善
(2) 各学科の特色を生かした専門教育の充実及びＩＣＴを活用した「個別最適な学び」の実践
(3) 各学科の専門性を高めるための高度な資格取得の奨励

５　地域社会に貢献し、信頼される職業人の育成
(1) 地元企業や大学との連携による効果的かつ高度な専門教育と「協働的な学び」の充実
(2) 各学科が連携した取組の推進と魅力向上
(3) 生徒の作成した作品の寄贈や農産物・加工品の販売等、地域と連携した教育活動の更なる充実

１　「確かな学力」の育成

(1) 義務教育段階の学習内容の確実な定着を図るための「学び直し」の実施。ICTの効果的活用や客観的データ分
析に基づいた指導による基礎学力の向上
(2) ガイダンス機能と３年間を見通したキャリア教育の充実による生徒の希望進路実現
(3) 総合型高校の特性を生かしたカリキュラムマネジメントによる授業改善の推進

２　基本的な生活習慣の定着と「健やかな体」の育成
(1) 心身ともに健康な身体と規範意識の育成
(2) 教育活動全体を通じた社会を意識したコミュニケーション能力の育成
(3) 保護者との緊密な連携による出席状況の改善

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

専門的な知識と技術を生かして希望進路を実現し、地域社会に貢献できる人材を育成する総合型高校
地域社会が有する魅力や課題に着目した実践的な学びを通して、地域を大切にする心やコミュニケーション能力を育み、農業・工業・情報等の専門的な知識・技術を
身に付けた、地域に貢献できる人材を育成します。

〇就職と進学から幅広く進路選択をしたい人
〇興味ある分野の専門的な知識と技術を身に付けたい人
〇社会人として必要な人間性と基礎学力を身に付けたい人

〇就職を中心に進学にも役立つ資格を取得できるカリキュラムの編成
〇興味ある分野、得意な分野を生かし、体験的な学習を通して、専門的な知識・技術を身に付けることができるカリキュラムの編成
〇地元の企業でインターンシップを実施するなど、地域と連携したキャリア教育の推進

〇心身ともに健康で豊かな人間性の育成
〇地域と連携した創造的、実践的な学びを通して地域社会に貢献できる力の育成
〇専門性を基盤に、社会人として主体的に生きる力の育成
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様式３

組織的・系統的なキャリア教育の推進

・就職内定率　　・公務員内定率
・進学決定率
・基礎力診断テスト分析

・学校満足度アンケート(生徒・保護者)　[進路指導]
・進路ガイダンス終了時のアンケート

・人権アンケート（１年）
・人権同和教育授業でのふりかえり

総合型高校としての専門的な知識と技術を生かした希望進路実現１００％を目指す。

進路指導部

差別やいじめについての知的理解と深化を図り、学校生活にさまざまな機会を通じて、
多様な他者を尊重する雰囲気を醸成する。

差別やいじめを許さない人権意識の
涵養

地元の企業や上級学校と連携した進路ガイダンスやインターンシップ等を充実させる。

「キャリア・パスポート」を活用した進路学習の充実と、学期に１回の振り返りを通して
キャリア意識の向上を図る。

SEL-8Careerを系統的かつ効果的に組み込み、３年間を見通したキャリア教育を行う。

基礎力診断テストの分析を計画的に行い、生徒の学力を把握し進路実現に繋げる。

第一希望進路の実現

教職員に対する研修や情報提供を充実させ、教職員の人権意識を高め、その成果を生
徒に還元する。

ホームルーム活動や人権同和教育授業等で公正な採用選考等について周知する

面接や履歴書・志望理由書等、進路指導部と第３学年が協力し指導する体制を構築する。

・学校説明会回数
・HP・インスタグラム閲覧者数
・広報アンケート

具体的方策

広報活動の充実と発展による志願倍
率の向上

式典・諸行事等の円滑な運営、各種団
体との連携による学校活性化

職員・分掌間の連携を強化し、諸行事等を円滑に運営する。

学科間の連携を図り、積極的に地域イベントに参加、広報活動を行う。

PTA・同窓会・なごみ会及び地域との連携を強化し、本校の魅力を積極的に発信する。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

「分かる授業」の実践

授業や校務へのAIの活用促進

中学校の学び直しを充実させ、基礎学力の定着を図る。

ICTを活用した授業の実践を推進し、効果的な活用例の共有を図る。

生徒指導部

学習環境の整備と保健室経営の充実

　

教務部

・授業アンケート

・授業アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

・研修に関するアンケート
・授業アンケート

効果的な研修の実施と図書館の利活
用の促進

新入生オリエンテーショ等を通して図書館の利活用の促進を図る。

具体的目標

公開授業期間を設定し、教科横断的な視点で授業改善を図る。

研修に関するアンケートを実施し、ニーズの把握と研修の精選、実施形態の工夫に努
め、職員研修を充実させる。

生徒の主体的な活動の推進
学校満足度アンケート(生徒)
（学校行事の満足度）
　「体育祭・総文祭」

生徒会や部活動生徒を中心にリーダー育成を行い学校の活性化に努める。

学校行事を活性化し、生徒が主体的に運営できるように努める。

地域貢献活動や校外行事への参加をとおして、生徒の思考・判断・表現力を向上させる。

・学校生活アンケート
・アセス

規範意識・コミュニケーション能力の育
成

生徒の実態・課題にあった規範意識育成学習を年５回実施する。

生徒の自己有用感や自尊感情を向上させ、いじめを許さない雰囲気の醸成を図る。

授業をはじめ教育活動全体を通して適切な言葉遣いや挨拶を身に付けさせる。

・いじめアンケート
・学校生活アンケート(生徒・保護者)
　[教育相談]
・アセス

教育相談の充実

毎月の生徒対象アンケートで生徒の実態をつかみ、適切な教育相談を行う。

SC、SSW、訪問相談員、学習支援員と連携し、個に応じた支援を行う。

特別支援教育に関する職員研修を年１回実施し、教育相談に生かす。

交通事故防止・通学マナーの向上

交通安全教室や条例等の周知を通し交通安全意識の向上を図り交通事故ゼロを目指す。

通学指導、公共交通機関のマナー指導を学期に１回行う。

自転車点検（ヘルメット着用含む）を学期ごとに行い、安全意識の向上を図る。

・校外指導回数
・自転車点検回数

・美化コンクール
・保健調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
保健室来室者数

体験入学や高校説明会、出前授業により本校の魅力や特色を中学生に直接伝える。

・学校満足度アンケート等

小中学生やその保護者が閲覧したくなるHP・インスタグラムを組織的に作成、更新する。

本校の魅力や特色を効果的に伝える「学校案内」「学科別リーフレット」を作成する。

AIを活用した授業の実践例の共有を図る。

AIを活用し、教務部の業務の効率化を図る。

日常の清掃活動、定期的な校外清掃、美化コンクールを充実する。

生徒美化委員会、生徒保健委員会の活動を充実する。

「保健室利用カード」を活用し、適切な保健室利用を促す。
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ガイダンス機能とキャリア教育の充実による生徒の希望進路を実現させる。

創造的、実践的な学びを通して地域社
会に貢献できる力の育成第３学年

嘉穂総合高校に誇りを持ち、大きな声で自信を持って校歌を歌えるようにする。

自己管理の重要性を理解させ、体調等の「調整力」を身に付けさせる。

ICTの効果的活用や客観的データ分析に基づいた指導による基礎学力を向上させる。

授業評価アンケート、成績
進路決定率

社会人として主体的に生きる力の育成

最上級学年という自覚を持ち、ふさわしい挨拶や身だしなみができるようにする。

頭髪服装検査
各行事および行事後アンケート
職場見学・オープンキャンパスへの参加

リーダーを中心に、各行事の運営や、集合・点呼及び進行などを積極的に行わせ、思考
力・判断力・表現力の育成に努める。

全員に応募前職場見学やオープンキャンパスへの参加を促し、進学先・就職先とのミス
マッチを防ぎ、早期離職者・退学者の減少につなげる。

中学生から「嘉穂総合高校生」になると
いう強い自覚の育成と基本的生活習
慣の定着

中学生から嘉穂総合高校生になるという自覚を持たせ、高校生としての当たり前を当た
り前にできるように育成する。

・出席率及び皆勤率データ
・SC、SSW、訪問相談員利用実績

日頃より生徒を観察し、保護者と密に連絡を取ることで、出席率平均９６％以上、1年間
の出席皆勤人数３０人以上を目指す。

SC、SSW、訪問相談員、特別支援教育支援員と連携した教育相談体制の一層の充実
を図ることで、生徒個々の困り感を解消したり、教育的ニーズを達成することに努める。

第１学年

朝読書を導入することにより、落ち着いた学校生活のスタートを切らせるとともに豊かな
心の涵養を図る。

・朝の取り組みに関するアンケート（学年独自）
・進路アンケート
・インターンシップ希望調査
・月間目標振り返りアンケート（学年独自）

・出席率データ（日ごと）
・学校満足度アンケート
・美化コンクール

各学科の特色を活かした取組の推進と魅力を向上させる。

心身ともに健康で豊かな人間性の育成

講演会、学校行事を通して人権意識の高揚を図る。個人面談や学校生活アンケートを
確実に実施し、いじめ見逃しゼロを目指す。

アセス、学校生活アンケート、いじめアンケート
行事、卒業式
出席率、皆勤出席率

服装などの身だしなみを整えることを徹底し、嘉穂総合生としての自覚を持たせる。

時間厳守、挨拶励行の徹底と清掃活動への積極的な取り組みを促す。

学年スローガン「Base to Base～基礎
を固めて、確実な一歩を～」を学年職
員・生徒で共有し、２年次・３年次に自
ら考え結果を出していくための基盤の
確立

学校を主軸とした基本的生活習慣の定
着

第２学年

進路指導部と連携し、次年度実施予定のインターンシップについての準備時間を有効
活用し、自らの進路について考え、調べる活動を通して、高校卒業後の進路・将来の夢
について深く考えさせる。

学年目標を達成するために、毎月「月間目標」を設定し、振り返りを行う。この振り返りで
生徒の自己達成率８０％以上を目指す。

家庭との連絡を密に行い日々の出席率を95％以上、出席皆勤者を５０名以上目指す。

授業規律の徹底、中核学年としての自
覚及び人権意識の醸成

キャリア教育の充実を図り進路意識向
上および希望進路の早期決定

整理整頓の徹底、学習環境整備、学習活動への主体的に取り組む姿勢を涵養する。 ・基礎力診断テスト
・授業アンケート
・学校満足度アンケート
・いじめアンケート
・人権同和教育授業振り返りアンケート

学校行事への積極的参加を通してリーダーの育成を図るとともに、人間関係形成能力
の育成を目指す。

人権同和教育授業および講演会を通して人権意識の向上を図り、いじめ見逃しゼロを
目指す。

インターンシップへの参加および事前事後指導を通して職業観・勤労観の醸成を図り希
望進路の早期決定を目指す。 ・進路適性検査

・インターンシップ参加率（参加人数）
・修学旅行振り返りアンケート
・進路希望調査

インターンシップへの参加を通して地域および地元企業との連携教育を行い、地域に貢
献できる生徒の育成を目指す。

修学旅行や学校行事を通して自律心および協調心の涵養を図り将来の社会人としての
規範意識の向上を目指す。

服装の整備、机上の整頓、鞄を机の右に掛けるという「３つの徹底」を守り、授業に主体
的に取り組む生徒を育成する。

・授業アンケート
・学校満足度アンケート
・いじめアンケート

学校行事の中で、生徒の良さを見極め、一人一人に役割を与えることで、主体性や責
任感を身につけさせるとともに、次世代のリーダーを育成する。

ネットリテラシーの育成及びSNSによるいじめや誹謗中傷の事案を見逃さない学年体制
を構築する。

授業や学校行事を通して、主体性や責
任感、課題解決力等を醸成
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実習環境の整備と安全教育の充実 安全教育・危険防止教育の徹底を図り、安全意識を向上させる。

環境保全意識と自然保護意識を持つ人材育成を目指す。

情報科

職員の技能向上研修へ参加することにより、指導力を高める。

ベンチ寄贈等、社会貢献意識を高められるように指導を行う。

生徒が積極的に資格取得を目指すように意識を高める。

必要に応じてICTを活用し、プレゼンテーションによる、表現技術を習得させる。

レポートの書き方やプレゼンテーションの技法を身につける。

農業食品科

地域に必要とされる学科の充実

工業科

学科の特性を活かしたカリキュラムに
よる資格・検定の実績向上

効果的に学習に取り組める環境を整え、生徒の資格取得意識の定着を図る。
・学校満足度アンケート(生徒・保護者)
[専門科目の授業][資格取得]
・資格取得状況

教育活動における質の向上とものづく
り意識の向上

学科内・担任間での情報共有を密にし、生徒に寄り添った指導を行う。
・学科の特性を生かした校内外の事業の回数
・研修会実施回数

実習環境を整備し、系統的かつ効率的な実習指導体制を確立する。
・安全教育実施回数
・実習中の無事故日数

教育環境の整備と安全教育の充実

GAPやHACCPの視点を取り入れながら、安全面や衛生面の徹底を図る。
・授業アンケート
・実験・実習等の考察・生徒自己評価

実験実習室、圃場等の環境を整備し、安全に実習を行うことができるようにする。

安全な授業・実験・実習を実施するための安全教育を行う。

・振り返りアンケート（学科独自）

農産物販売会や食品加工講習会の実施等、積極的に地域と連携した活動に取り組む。

小中学校や保育園等、異校種との交流授業により、社会への適応力、実践力を育成する。

ワンヘルス教育を通じた地域との連携を促進する。

教育内容の充実

専門的な知識・技術を高め、主体的に学習に取組む態度を育成する。

・授業アンケート基礎学力の向上を目指した授業改善を行いながら、生徒一人一人の学びを深める。

農業セミナーや情報交換等における地域と連携した研修や実習を行い、農業に関する
幅広い知識・技能を習得させる。

普通科
総合コース

地域社会との連携、並びに貢献できる
人材の育成

課題研究発表大会等を通じて、地域に向けて成果を発信する。
・体験入学アンケート
・体験学習アンケート
・学科の特性を生かした校内外の事業の回数

文化祭等を通じて、地域とふれあい、成果を発信する。

地域住民参加型の体験学習を行う。

ライフデザイン類型の教育活動の充実

被服製作、食物調理技術検定に多数の合格者を輩出する。
・学校満足度アンケート(生徒・保護者)
[専門科目の授業][資格取得]
・検定試験結果

ICTを活用することで、情報分析力を身につけさせる。

実習を通して協力や思いやりの姿勢を育て、技術の習得に努める。

ビジネス類型の教育活動の充実

ビジネス実務計算検定、ビジネス文書実務検定に多くの合格者を輩出する。
・学校満足度アンケート(生徒・保護者)
[専門科目の授業][資格取得]
・検定試験結果

電卓や、パソコン等を使用し、ビジネスに関する計算能力を高める。

情報機器の操作技術や、プログラミング、映像制作、ネットワーク、データベース等の基
本的な知識・技能を身につけさせる。 ・学校満足度アンケート(生徒・保護者)

　[専門科目の授業][資格取得]
・検定合格者数

学校行事や地域のイベント等で学科の研究内容を発表し、地域の小中学生をはじめと
した多くの人々との交流を図り、いただいた感想を研究にフィードバックして、研究の深
化を図る。

情報モラルやセキュリティを意識しながら情報を活用する能力を育成する。

学校行事や地域イベントでの研究発表の充
実

課題研究を充実させ、総文祭や課題研究発表会での研究発表を充実させる。

・課題研究における完成作品数
・イベント参加回数

課題解決能力と情報モラルの育成
情報技術を用いて他者と協力しながら課題解決を図る能力を育成する。

・情報モラルについて授業で取り扱った回数

情報に関する検定取得の推進を図る。（ITパスポート、Excel活用等）

専門教科情報における基礎・基本の学力の
定着

他学科と連携したイベント参加を促進する。


